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（別冊 けいじばん、いきいきカレンダー）

まちからのおしらせ

まちのできごと

美しい山・川・海　人が躍動する 交流と共生のまち
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月号 No.

【写真】

今月の主な内容（Contents）

１２

町政懇談会を開催

平成 27 年度 町嘱託・臨時職員などの募集

児童扶養手当の支給要件が緩和

役場各課などからのお知らせ　　ほか

117
平成 26 年（2014）

2

4

14
16

－ 上屋内の「静と動」 －
松葉ガニ漁解禁

　11 月 6 日に解禁された松葉ガニ漁。柴山港では、

午後 1時の初セリに間に合わせようと、そして鮮度

を落とさないようにと、漁船関係者が慌ただしくも

手早く選別。傍らには静かにその姿を見つめる松葉

ガニ。

　セリの準備が整い、仲買人の待つ上屋内にセリ人

が現れると、「静と動」が交錯したかのように熱気

があふれます。

（本号 14ページに関連記事を掲載）

福本さん初主演映画「太秦ライムライト」上映会
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まちからのおしらせまちからのおしらせま ち の で き ご とま ち の で き ご と ま ち の う ご きま ち の う ご き

　

町
民
の
皆
さ
ん
と
目
線
を
同
じ
に
す
る
町

政
運
営
を
行
う
た
め
に
、
町
長
を
は
じ
め
役

場
幹
部
職
員
が
地
域
へ
出
向
き
意
見
交
換
を

行
う
「
町
政
懇
談
会
」。

　

今
回
は
10
月
27
日
に
香
住
文
化
会
館
で
、

28
日
に
村
岡
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
30
日

に
小
代
区
総
合
セ
ン
タ
ー
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催

し
、
約
１
５
０
人
の
皆
さ
ん
が
参
加
。
各
会

場
と
も
今
年
度
の
町
政
の
取
り
組
み
状
況
を

説
明
し
た
後
、
町
政
運
営
な
ど
に
つ
い
て
活

発
な
質
疑
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
主
な
質
疑
の
要
旨
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

な
お
、
紙
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
の
内
容

を
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
部
で
補

足
を
行
っ
て
い
ま
す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

～ 皆さんの〝声〟を町政に ～

町政懇談会

●問い合わせ先　役場企画課

【
野
生
鳥
獣
の
被
害
対
策
】

Ｑ
野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
は
農
林
業

を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ

り
、
大
変
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
電
気
柵
の

設
置
に
よ
る
自
己
防
衛
だ
け
で
な
く
、
駆
除

と
い
う
積
極
的
な
対
策
に
も
重
点
を
置
く
べ

き
な
の
で
は
。
駆
除
の
た
め
の
専
門
職
員
を

雇
い
入
れ
て
い
る
市
町
も
あ
る
。
香
美
町
で

も
実
施
で
き
な
い
の
か
。

Ａ
駆
除
は
猟
友
会
に
お
願
い
し
て
い

ま
す
が
、
問
題
は
猟
友
会
も
含
め

た
狩
猟
免
許
保
持
者
の
人
員
確
保
で
す
。
高

齢
化
な
ど
に
よ
り
狩
猟
免
許
を
返
上
す
る
人

が
増
え
て
い
る
一
方
、
新
規
に
免
許
を
取
得

す
る
人
が
減
少
し
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　

ご
指
摘
の
よ
う
に
、
駆
除
専
門
職
員
の
雇

用
も
検
討
の
余
地
は
あ
り
ま
す
が
、
町
職
員

と
し
て
の
立
場
が
妥
当
な
の
か
と
い
う
問
題

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
野
生
鳥
獣
の
被
害

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
平
成
27
年
度
予
算
案
を
策
定
す
る
中
で

何
ら
か
の
対
策
を
検
討
し
ま
す
。（
町
長
）

【
町
政
懇
談
会
の
在
り
方
】

Ｑ
旧
町
単
位
の
３
区
で
開
催
し
て
い

る
町
政
懇
談
会
だ
が
、
さ
ら
に
小

さ
い
単
位
で
行
っ
て
も
い
い
の
で
は
。
行
政

は
も
っ
と
地
域
に
出
向
く
べ
き
。

Ａ
来
場
者
用
の
送
迎
バ
ス
を
運
行
す

る
な
ど
、
よ
り
多
く
の
皆
様
の
ご

意
見
を
伺
え
る
よ
う
な
手
だ
て
を
検
討
す
る

必
要
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
例
え
ば
１
２

０
集
落
す
べ
て
に
私
と
幹
部
職
員
が
出
向
く

の
は
（
広
く
町
政
全
般
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
を
反
映
さ
せ
る
場
と
し
て
の
）
町
政

懇
談
会
の
趣
旨
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

地
域
単
位
で
問
題
が
起
き
た
時
は
、
私
自

身
が
積
極
的
に
足
を
運
び
、
ご
意
見
を
伺
っ

て
い
ま
す
。（
町
長
）

【
出
産
祝
福
商
品
券
】

Ｑ
商
品
券
が
３
千
円
分
で
は
少
な
い

の
で
は
な
い
か
。
も
っ
と
イ
ン
パ

ク
ト
の
あ
る
制
度
に
な
ら
な
い
の
か
。

Ａ
今
年
４
月
に
創
設
し
、
す
べ
て
の

お
子
さ
ん
が
対
象
と
な
る
制
度
で

す
が
、
そ
れ
ま
で
に
あ
っ
た
出
産
祝
金
制
度

は
第
３
子
以
降
の
お
子
さ
ん
が
対
象
で
あ
り
、

不
公
平
感
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
は
「
行
政
が
個
人
に
対
し
て
直
接
現
金

を
給
付
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
考
え
、
当
初

は
旧
制
度
の
廃
止
の
み
を
検
討
し
ま
し
た
が
、

次
代
を
担
う
す
べ
て
の
お
子
さ
ん
を
お
祝
い

し
た
い
と
の
気
持
ち
か
ら
、
新
制
度
の
創
設

を
行
い
ま
し
た
。

　

町
長
就
任
直
後
に
制
度
化
し
た
「
中
学
３

年
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
」
の
昨
年
度
の

費
用
が
約
１
６
０
０
万
円
で
、
出
産
祝
金
は

年
間
約
１
５
０
万
円
程
度
で
し
た
。
財
政
面

で
は
町
の
負
担
が
増
え
ま
し
た
が
、
町
内
す

べ
て
の
お
子
さ
ん
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
の
方
が
重
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。（
町
長
）

【
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
】

Ｑ
昨
年
、
青
山
繁
晴
さ
ん
を
迎
え
て

講
演
会
も
行
っ
た
メ
タ
ン
ハ
イ
ド

レ
ー
ト
。
現
在
の
状
況
と
町
の
展
望
は
。

Ａ
皆
様
の
期
待
が
大
き
い
こ
と
は
承

知
し
て
い
ま
す
が
、
国
に
よ
る
日

本
海
の
調
査
・
研
究
は
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

町
単
独
で
の
調
査
は
困
難
な
の
で
、
国
・
県

の
動
き
を
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
井
戸
敏
三
兵
庫
県
知
事
か

ら
「
実
証
炉
を
香
美
町
内
に
設
置
し
て
は
ど

う
か
」
と
の
前
向
き
な
発
言
も
得
て
い
ま
す
。

今
後
、
調
査
・
研
究
が
進
み
、
日
本
海
で
の

採
掘
が
現
実
味
を
帯
び
て
く
れ
ば
、
メ
タ
ン

ハ
イ
ド
レ
ー
ト
を
Ｐ
Ｒ
す
る
よ
う
な
何
か
し

ら
の
施
設
の
建
設
も
視
野
に
入
れ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。（
町
長
）

【
空
き
家
対
策
】

Ｑ
空
き
家
が
個
人
財
産
と
い
う
こ
と

は
分
か
る
が
、
冬
季
に
積
雪
で
倒

壊
し
、
隣
家
に
被
害
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
。
町
で
対
策
を
講
じ
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
か
。

　

報
道
な
ど
で
都
市
部
の
企
業
に
空
き
家
を

提
供
す
る
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
香

美
町
で
は
そ
う
し
た
考
え
は
な
い
の
か
。
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る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
最
も
重
要
な
「
自
助
」

に
役
立
て
て
も
ら
う
た
め
に
、
例
え
ば
「
自

宅
で
の
垂
直
避
難
」（
２
階
以
上
へ
の
一
時

的
な
避
難
）
と
い
っ
た
自
ら
を
守
る
方
法
な

ど
を
啓
発
し
て
い
き
ま
す
。（
総
務
課
長
）

【
防
災
行
政
無
線
】

Ｑ
災
害
時
に
重
要
な
防
災
行
政
無
線

だ
が
、
場
所
に
よ
っ
て
は
無
線
が

届
き
に
く
い
場
所
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

Ａ
設
置
業
者
と
連
絡
を
密
に
取
り
な

が
ら
、
機
器
の
設
定
を
随
時
改
善

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
山
間
部
の
電
波
が
届

き
に
く
い
場
所
な
ど
に
は
、
高
感
度
ア
ン
テ

ナ
の
設
置
も
検
討
し
て
い
ま
す
。（
総
務
課

長
）

【
村
岡
区
内
で
の
バ
ス
の
調
査
運
行
】

Ｑ
バ
ス
の
調
査
運
行
は
地
域
住
民
に

好
評
だ
っ
た
。
来
年
度
以
降
は
本

格
的
に
実
施
し
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ
町
長
か
ら
公
共
交
通
体
系
、
特
に

バ
ス
交
通
体
系
の
見
直
し
の
指
示

を
受
け
、
そ
の
一
環
と
し
て
村
岡
区
内
で
８

月
か
ら
１
ヵ
月
間
、
調
査
運
行
を
行
い
ま
し

た
。
現
在
、
調
査
運
行
の
利
用
状
況
デ
ー
タ

を
分
析
し
て
い
ま
す
が
、
利
用
者
数
で
い
え

ば
高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
よ
り
多
か
っ
た
と

の
結
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
分
析

や
検
討
を
重
ね
、
来
年
度
以
降
に
向
け
た
方

針
を
決
定
し
ま
す
。（
企
画
課
長
）

【
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
】

Ｑ
近
年
、
子
ど
も
が
巻
き
込
ま
れ
る

事
件
が
多
発
し
て
い
る
。
子
ど
も

た
ち
の
安
全
・
安
心
を
考
え
、
防
犯
カ
メ
ラ

を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ
子
ど
も
た
ち
が
被
害
者
と
な
る
事

件
・
事
故
が
起
き
る
た
び
に
沈
痛

な
思
い
に
な
り
ま
す
。
人
口
が
集
中
し
な
が

ら
も
人
間
関
係
の
希
薄
な
都
市
部
で
は
、
防

犯
カ
メ
ラ
が
多
数
設
置
さ
れ
、
犯
罪
の
抑
止

力
と
な
っ
て
い
る
一
面
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
人
口
が
少
な
い
中
山
間
地
で
あ
る
本
町

で
は
、
町
民
の
皆
様
の
防
犯
意
識
の
向
上
を

啓
発
し
、
自
主
的
な
見
守
り
活
動
を
推
進
す

る
こ
と
が
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

全
町
的
な
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
が
、
住
民
生
活
を
守
る
た
め
に
特

に
重
要
な
場
所
に
設
置
が
必
要
と
判
断
す
れ

ば
、
そ
の
際
に
は
検
討
し
ま
す
。（
町
長
）

【
避
難
所
が
災
害
警
戒
区
域
内
】

Ｑ
災
害
発
生
時
の
避
難
所
に
指
定
さ

れ
て
い
る
公
民
館
が
、
兵
庫
県
の

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
災
害
警
戒
区
域
内
に
あ

る
。
避
難
所
の
見
直
し
は
し
な
い
の
か
。

Ａ
平
成
25
年
度
か
ら
町
の
防
災
計
画

の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

ご
指
摘
の
よ
う
に
避
難
所
と
し
て
指
定
さ
れ

て
い
る
施
設
が
災
害
警
戒
区
域
内
に
あ
る
の

も
事
実
で
す
。
し
か
し
災
害
と
い
っ
て
も
さ

ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
に

よ
っ
て
は
避
難
所
を
使
い
分
け
る
必
要
も
あ

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
神
戸
市
内
の
パ
ス
タ
店
で
香
住
ガ

ニ
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
出
し
て
も
ら
う

「
カ
ニ
パ
ス
タ
フ
ェ
ス
タ
」
を
仕
掛
け
、
そ

の
食
材
費
の
一
部
を
町
が
負
担
し
ま
し
た
。

今
後
も
継
続
し
て
取
引
を
行
い
た
い
と
申
し

出
て
い
る
店
舗
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ス
タ
は
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
を

目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
町
の
仲
立
ち

に
よ
り
地
元
食
材
を
都
市
部
に
売
り
込
む
契

機
を
生
み
出
し
、
そ
の
後
、
町
内
業
者
と
都

市
部
の
店
舗
が
直
接
取
引
し
て
も
ら
う
よ
う

に
な
る
こ
と
が
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
新
た
な
仕
掛
け
づ
く
り
を
継
続
し
て

行
い
ま
す
。（
町
長
）

Ａ
全
町
的
な
問
題
だ
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
緊
急
性
が
高
く
、
倒
壊
す

る
こ
と
で
付
近
に
被
害
を
及
ぼ
す
懸
念
の
あ

る
危
険
家
屋
に
つ
い
て
は
、
町
も
対
応
を
検

討
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
も
の
以
外
に
つ
い
て
は
、
空
き

家
と
い
っ
て
も
個
人
財
産
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

基
本
的
に
は
所
有
者
が
自
ら
処
分
を
行
う
も

の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
所
有
者
の
不
明
な

空
き
家
は
所
有
権
の
確
定
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
町
外
に
い
る
親
族
な
ど
へ
の
連
絡
が
必

要
な
っ
た
際
に
は
、
地
区
の
代
表
者
の
皆
様

に
お
世
話
を
い
た
だ
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
の
で
、
そ
の
際
に
は
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

都
市
部
の
民
間
企
業
に
空
き
家
を
事
務
所

な
ど
と
し
て
利
用
し
て
も
ら
う
と
い
う
取
り

組
み
は
承
知
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
民
間

企
業
と
の
連
絡
調
整
、
空
き
家
の
改
修
費
用

の
負
担
と
い
っ
た
問
題
が
あ
り
ま
す
。
各
地

で
行
わ
れ
て
い
る
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

本
町
で
で
き
る
こ
と
を
検
討
し
、
前
向
き
な

空
き
家
対
策
を
講
じ
ま
す
。（
町
長
）

【
神
戸
営
業
所
の
成
果
】

Ｑ
神
戸
営
業
所
が
開
設
さ
れ
て
約
半

年
が
経
過
し
た
。
そ
の
成
果
は
。

Ａ
役
場
中
堅
職
員
を
２
人
配
置
し
て

精
力
的
に
活
動
す
る
よ
う
指
示
し

て
い
ま
す
が
、
業
務
の
性
質
上
、
成
果
を
数

値
で
表
す
の
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
観
光
関
係
者
か
ら
「
香
美
町
の
マ

ス
コ
ミ
露
出
度
が
上
が
っ
た
」
と
の
評
価
を

▲今年度の町政の取り組み状況を説明する浜上町長（10 月 28 日、村岡会場）
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平
成
27
年
度 

町
嘱
託
・
臨
時
職
員
、
公
立
香
住
病
院
正
規
職
員
を
募
集
！

●
問
い
合
わ
せ
（
提
出
）
先　

町
嘱
託
・
臨
時
職
員
…
役
場
総
務
課
・
各
地
域
局
、
公
立
香
住
病
院
正
規
職
員
…
同
病
院
事
務
局

職
種
、
採
用
予
定
人
数
、
資
格
な
ど

　

５
ペ
ー
ジ
の
表
の
と
お
り

応
募
資
格

　

す
べ
て
の
職
種
で
昭
和
32
年
4
月
2
日
以

降
に
生
ま
れ
（
一
部
を
除
く
）、
町
内
に
住

所
の
あ
る
健
康
な
人

採
用
日

　

平
成
27
年
４
月
１
日

賃
金
な
ど

・ 
１
日
勤
務
…
日
額
６
４
０
０
円

　
（
免
許
資
格
者
、
特
定
業
務
に
よ
っ
て
加
算
あ
り
）

・ 

１
日
勤
務
未
満
…
時
間
に
応
じ
て
支
給

・ 

通
勤
手
当
支
給

・ 

社
会
保
険
、
雇
用
保
険
に
加
入

　
（
１
日
勤
務
の
み
）

応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
と
、
希
望

職
種
の
資
格
を
持
つ
人
は
そ
れ
を
証
明
す
る

書
類
の
写
し
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
応
募
は
１
人
１
職
種
に
限
り
ま
す
の
で
、

希
望
職
種
を
履
歴
書
の
本
人
希
望
欄
に
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。
平
成
27
年
１
月
18
日（
日
）

に
役
場
本
庁
舎
で
面
接
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
面
接
時
間
な
ど
は
平
成
27
年
１
月

13
日
（
火
）
ま
で
に
郵
送
で
通
知
し
ま
す
。

応
募
期
限

　

12
月
26
日
（
金
）

 

職
種
、
採
用
予
定
人
数
な
ど

　

香
住
、
柴
山
、
佐
津
、
長
井
、
余
部
、
兎

塚
、
射
添
、
小
代
の
各
地
区
公
民
館
主
事
…

各
１
人

応
募
資
格

　

昭
和
32
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
町

内
に
住
所
の
あ
る
健
康
な
人

採
用
日

　

平
成
27
年
４
月
１
日

賃
金
な
ど

・ 

月
額
15
万
円

・ 

通
勤
手
当
支
給

・ 

社
会
保
険
、
雇
用
保
険
に
加
入

応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
応
募
は
１
人
１
地

区
公
民
館
に
限
り
ま
す
の
で
、
希
望
勤
務
地

を
履
歴
書
の
本
人
希
望
欄
に
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。
平
成
27
年
１
月
18
日
（
日
）
に
役
場

本
庁
舎
で
面
接
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
面
接
時
間
な
ど
は
平
成
27
年
１
月

13
日
（
火
）
ま
で
に
郵
送
で
通
知
し
ま
す
。

応
募
期
限

　

12
月
26
日
（
金
）

 

町
嘱
託
職
員

 

町
臨
時
職
員

 

公
立
香
住
病
院
正
規
職
員

職
種
、
採
用
予
定
人
数

　

臨
床
検
査
技
師
…
１
人

受
験
資
格

　

昭
和
44
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

で
、
臨
床
検
査
技
師
の
免
許
を
持
つ
か
平
成

27
年
３
月
末
ま
で
に
取
得
見
込
み
で
あ
る
人

採
用
予
定
日

　

平
成
27
年
４
月
１
日

試
験

　

事
務
能
力
・
性
格
検
査
と
個
別
面
接
を
行

い
ま
す
。
詳
し
い
試
験
日
時
な
ど
は
応
募
者

に
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

申
込
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
に
免
許
の

写
し
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ すべての受付期間において、受付時間は平日の 8:30 ～ 17:15 で、郵送の場
合は各受付期間内に着信したものに限ります。
※ 上記 3回の試験日を予定していますが、採用予定人数が確保でき次第、受
け付けを終了します。

受付期間・試験予定日など

受付期間 試験日

第 1回 12月 12 日（金）～ 26日（金） 1月 8日（木）

第 2回 1月 9日（金）～ 30日（金） 2月 12日（木）

第 3回 2月 13日（金）～ 27日（金） 3月 12日（木）

　

申
請
書
の
受
付
期
限
は
平
成

27
年
１
月
５
日
（
月
）
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
の
人
は

早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

期
限
ま
で
に
申
請
し
な
い
場

合
、
給
付
金
を
受
け
取
る
こ
と

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

申
請
受
付
期
限
は
平
成
27
年
１
月
５
日
！

問い合わせ先　役場福祉課

が
で
き
ま
せ
ん
。
も
し
申
請
書

を
紛
失
し
た
場
合
は
、
役
場
福

祉
課
ま
た
は
各
地
域
局
に
備
え

付
け
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

手
続
き
は
お
早
め
に
！
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

平成 27 年度採用予定の町臨時職員

※の職種は、昭和 27年 4月 2日以降に生まれた人が募集対象

職種 主な勤務地
勤務時間
など

採用予定
人数

特に必要な資格など

香
住

宿直代行員 ※ 役場総務課（本庁舎） 夜間 1人

環境美化推進作業員 ※ 役場町民課（本庁舎） 週 3日 1人

保健師 役場健康課（本庁舎） 1日 1人 保健師免許

歯科衛生士 役場健康課（本庁舎） 1日 1人 歯科衛生士資格

緑地等管理作業員 役場農林水産課 1日 2人

給食調理兼運搬業務員 香住学校給食センター 1日 1人

給食調理員 柴山保育所 1日 1人

放課後児童クラブ支援員 ※ 香住区内の放課後児童クラブ 交代勤務 2人程度
保育士資格、幼・小等教諭免許ま
たは社会福祉士資格

放課後児童クラブ補助員 ※ 香住区内の放課後児童クラブ 交代勤務 4人程度

預かり保育専門員 ※ 香住区内の幼稚園 4時間 7人 幼稚園教諭免許または保育士資格

学校用務員 香住区内の小中学校 1日 3人

自動車運転員 ※ 香住区生涯学習センター 1日 1人 大型自動車運転免許

用務員
香住文化会館および香住区中
央公民館

半日 1人

夜間管理員 ※
香住文化会館および香住区中
央公民館

5時間 1人

夜間管理員 ※ 香住Ｂ＆Ｇ海洋センター 5時間 1人

村
岡

用務員 村岡地域局 半日 1人

給食調理員 村岡学校給食センター 1日 1人

事務補助員 町教育委員会こども教育課 1日 1人

預かり保育専門員 ※ 村岡区内の幼稚園 4時間 4人 幼稚園教諭免許または保育士資格

学校用務員 射添小学校 1日 1人

小
代

日直代行員 ※ 小代地域局 1日 2人

宿直代行員 ※ 小代地域局 夜間 1人

サル追い払い活動作業員 ※ 小代地域局 交代勤務 1人

学校用務員 小代小学校 1日 1人

事務補助員 小代地域連携センター 1日 1人

村
岡
・
小
代

放課後児童クラブ支援員 ※
村岡区または小代区内の放課
後児童クラブ

交代勤務 2人程度
保育士資格、幼・小等教諭免許ま
たは社会福祉士資格

放課後児童クラブ補助員 ※
村岡区または小代区内の放課
後児童クラブ

交代勤務 5人程度

全
域

保育士
柴山保育所または小代認定こ
ども園

1日 2人
保育士資格
※平成 27年度から嘱託職員化を予定

幼稚園教諭 町内の幼稚園 1日 4人
幼稚園教諭免許
※平成 27年度から嘱託職員化を予定

　募集職種、採用予定人数、資格など
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各
種
控
除
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
福
祉
課
・
各
地
域
局

介
護
保
険
制
度
に
よ
る
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
へ

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

　

確
定
申
告
な
ど
で
お
む
つ
代
が

医
療
費
控
除
の
対
象
と
し
て
認
め

ら
れ
る
た
め
に
は
「
お
む
つ
代
の

領
収
書
」
や
「
医
師
が
発
行
し
た

お
む
つ
使
用
証
明
書
」（
寝
た
き

り
状
態
に
あ
る
こ
と
、
治
療
上
お

む
つ
の
使
用
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を

証
明
す
る
も
の
）

が
必
要
で
す
。

障
害
者
控
除
と

特
別
障
害
者
控
除

　

介
護
保
険
制
度
に
よ
る
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
、
平
成

26
年
分
の
所
得
税
・
町
県
民
税
の

申
告
の
際
、
障
害
者
控
除
ま
た
は

特
別
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
左
表
の
と
お
り
）。

　

こ
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

役
場
福
祉
課
ま
た
は
各
地
域
局
に

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

の
交
付
申
請
を
行
い
、
確
定
申
告

時
に
こ
の
認
定
書
を
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
障
害
者
控
除
に
係
る
基

準
日
は
12
月
31
日
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
認
定
書
の
発
行
は
そ
れ

以
降
に
な
り
ま
す
。

控除区分 要介護認定区分

障害者控除 要介護 1、2、3

特別障害者控除 要介護 4、5

控除対象一覧

※ 要介護 3 の人で、寝たきり度ランクＢ
以上または認知症ランクⅢ以上に該当
する人は特別障害者控除となります。

　

た
だ
し
、
こ
の
控
除
を
受
け

る
の
が
２
年
目
以
降
の
場
合
に

は
「
医
師
が
発
行
し
た
お
む
つ
使

用
証
明
書
」
が
な
く
て
も
、
主
治

医
意
見
書
の
内
容
を
確
認
し
た
書

類
で
『
寝
た
き
り
状
態
に
あ
る
こ

と
』
や
『
尿
失
禁
の
発
生
の
可
能

性
が
あ
る
こ
と
』
が
確
認
で
き
れ

ば
、
対
象
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
確
認
書
は
左
記
の

要
件
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
場
合
、

本
人
ま
た
は
家
族
な
ど
の
申
請
に

基
づ
き
交
付
し
ま
す
。

・ おむつ代の医療費控除を受けることが２年目

以降であること

・ 要介護認定を受けていること

・ 要介護認定に係る主治医意見書の記入日が該

当する年内であること

　※ 要介護認定に係る有効期間が 13 ヵ月以上

で、該当する年に要介護認定申請をしてい

ない場合には、前年の要介護認定申請時の

主治医意見書の項目により判断します。

・ 要介護認定に係る主治医意見書で、次の内容

が確認できること

　 （どちらか一方しか該当しない場合は対象とな

りません）

　① 障害高齢者の日常生活自立度（ねたきり度）

が、Ｂ１、Ｂ２、Ｃ１、Ｃ２のいずれかに

該当すること

　② 尿失禁の発生の可能性があること

おむつ代医療費控除の証明に係る
確認書の交付条件

児
童
扶
養
手
当
の

支
給
要
件
が
緩
和
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
福
祉
課
・
各
地
域
局

12
月
か
ら
「
児
童
扶
養
手
当
法
」
が
一
部
改
正

　

こ
れ
ま
で
※

公
的
年
金
等
の
受

給
者
は
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
12
月
以
降
、

年
金
額
が
児
童
扶
養
手
当
額
よ
り

低
い
人
は
、
そ
の
差
額
分
を
受
給

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
新
た
に
手
当
を
受
け

取
れ
る
例
と
し
て
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

支
給
開
始
日

　

申
請
の
翌
月
分
か
ら
支
給
開
始

と
な
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
12
月
１
日
現
在
で
支

給
要
件
を
満
た
し
て
い
る
人
が
、

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に
申
請

し
た
場
合
、
平
成
26
年
12
月
分
の

手
当
か
ら
受
給
で
き
ま
す
。

受
給
手
続
き

　

印
鑑
を
持
参
し
、
役
場
福
祉
課

で
認
定
請
求
書
に
戸
籍
謄
本
、
公

的
年
金
等
受
給
証
明
書
な
ど
を
添

え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
受
給
要
件
に
よ
り
添
付

書
類
が
異
な
り
ま
す
。

※
公
的
年
金
と
は
…

　

 　

遺
族
年
金
、
障
害
年
金
、
老
齢

年
金
、
労
災
年
金
、
遺
族
補
償
な

ど ▼ 

子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る

祖
父
母
な
ど
が
、
低
額
の

老
齢
年
金
を
受
給
し
て
い

る
場
合

▼ 

父
子
家
庭
で
、
子
ど
も
が

低
額
の
遺
族
厚
生
年
金
の

み
を
受
給
し
て
い
る
場
合

▼ 

母
子
家
庭
で
、
離
婚
後
に

父
が
死
亡
し
、
子
ど
も
が

低
額
の
遺
族
厚
生
年
金
の

み
を
受
給
し
て
い
る
場
合
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登
録
申
請
を
お
忘
れ
な
く
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
農
林
水
産
課
・
各
地
域
局

香
美
町
農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿

　

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
の
状
況
で
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
を
調
製
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
と
、
委

員
へ
の
立
候
補
や
委
員
選
挙
の
投
票
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
該
当
す
る
人
は

必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
条
件

　

平
成
７
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
、
平

成
27
年
１
月
１
日
現
在
で
町
内
に
住
所
が
あ

り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人 

　

① 

10
ａ
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
人

　

②  

①
の
人
の
同
居
の
親
族
ま
た
は
そ
の
配

偶
者
で
、
年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上
耕

作
に
従
事
し
て
い
る
人

　

③ 

10
ａ
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
農

業
生
産
法
人
の
組
合
員
、
社
員
ま
た
は

株
主
で
、
年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上
耕

作
に
従
事
し
て
い
る
人

選
挙
人
名
簿
登
録
申
請
書
の
提
出

　

申
請
書
は
本
号
に
折
り
込
ん
で

い
ま
す
の
で
、
指
定
の
日
ま
で
に

区
長
（
自
治
会
長
）
さ
ん
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
役
場
農
林
水
産
課
ま
た

は
各
地
域
局
に
も
備
え
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
平
成
27
年
１
月
９
日

（
金
）ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

70
歳
未
満
の
自
己
負
担
限
度
額
が
変
更
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課

国
民
健
康
保
険
制
度
の
「
高
額
療
養
費
」

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
制
度
で
は
、
医

療
費
の
自
己
負
担
額
が
高
額
に
な
っ
た
際
、

限
度
額
を
超
え
た
分
が
「
高
額
療
養
費
」
と

し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

自
己
負
担
限
度
額
は
▼
70
歳
未
満
▼
70
歳

以
上
75
歳
未
満
―
―
で
異
な
り
ま
す
が
、
平

成
27
年
１
月
か
ら
70
歳
未
満
の
限
度
額
が
次

表
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
限
度
額
は

こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
国
保
限
度
額
適
用
認
定
証
ま
た
は

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を

持
つ
被
保
険
者
に
は
、
平
成
27
年
１
月
か
ら

有
効
と
な
る
認
定
証
を
12
月
下
旬
ま
で
に
送

付
す
る
予
定
で
す
。

　

新
し
い
認
定
証
が
届
い
た
ら
必
ず
内
容
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
問
題
が
な
け
れ
ば
、

こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
認
定
証
は
平
成
27

年
1
月
以
降
に
各
自
で
裁
断
し
て
処
分
し
て

く
だ
さ
い
。

総所得金額等※ 1
高額療養費の支給回数※２

3回目まで 4回目以降

600 万円超
150,000 円

（医療費が 500,000 円を超えた場
合は超えた分の 1％を加算）

83,400 円

600 万円以下
80,100 円

（医療費が 267,000 円を超えた場
合は超えた分の 1％を加算）

44,400 円

住民税非課税世帯 35,400 円 24,600 円

平成 26 年 12 月診療分まで（3区分）（月額）

総所得金額等※ 1
高額療養費の支給回数※２

3回目まで 4回目以降

901 万円超
252,600 円

（医療費が 842,000 円を超えた場
合は超えた分の 1％を加算）

140,100 円

600 万円超
901 万円以下

167,400 円
（医療費が 558,000 円を超えた場
合は超えた分の 1％を加算）

93,000 円

210 万円超
600 万円以下

80,100 円
（医療費が 267,000 円を超えた場
合は超えた分の 1％を加算）

44,400 円

210 万円以下
（住民税非課税世帯を除く）

57,600 円 44,400 円

住民税非課税世帯 35,400 円 24,600 円

平成 27 年 1月診療分から（5区分）（月額）

※ 1 「総所得金額等」とは総所得金額から基礎控除（33 万円）を引いたものを指す。
※ 2過去 12 ヵ月間での高額療養費の支給回数を指す。

農地の借受者を募集！
意欲のある農業者を支援

●問い合わせ先　役場農林水産課

　担い手の確保や農地の有効利用を模索する

「人・農地プラン」。現在、この「人・農地プ

ラン」の話し合いを通して、農地中間管理機

構を活用した農地集積に意欲的な農業者を募

集しています。

　農地を借り受けて「農業の規模拡大」や「新

規就農」などを考えている人は、平成 27年

1月 5日（月）までにお申し込みください。

　申込書は役場農林水産課または各地域局で

配布しているほか（公社）兵庫みどり公社Ｈ

Ｐ（http://www.forest-hyogo.jp/）からダウン

ロードできます。
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問い合わせ先　役場税務課・各地域局

役場税務課からのお知らせ

　平成 26 年中に給与の支払いを行ったすべての従業員

（アルバイト・パート・日雇・役員を含む）について「給

与支払報告書」を平成 27 年 2 月 2 日（月）までに役場

税務課へ必ず提出して下さい（様式は役場税務課に備え

付け）。

　給与支払報告書は従業員の町県民税を決定するための

大切な資料です。この提出を怠った場合、地方税法など

に基づいて罰則が適用される場合がありますのでご注意

ください。
▲忘れずにご提出ください！

02 事業主の皆さんへ給与支払報告書は22月22日日（月）（月）までに必ず提出を！までに必ず提出を！

固定資産税は、毎年 1月 1日現在の土地、家屋、償却資産の所有者に課税されます。

適正な課税を行うために、資産の内容（利用状況など）に変更があった場合には、忘れずにご連絡ください。

01
忘れずにご連絡ください！

固定資産の利用状況が変われば

　償却資産※は固定資産税の課税対象となります

ので、事業を行っている人で償却資産を所有して

いる場合は、平成 27 年 2 月 2 日（月）までに必

ず申告してください。

償却資産の異動

※償却資産とは…

　漁業、農業、民宿・旅館業、商工業などの事業の

ために使用する船舶、機械、器具・備品などをいい

ます。ただし、所得税・法人税の申告の際に減価償

却費として経費に算入されるもので、自動車・軽自

動車税が課税されているものや少額の一括償却資産

は除きます。

　土地は、その利用状況により税額が異なります

ので、農地、山林、宅地などの利用状況に変更が

あった場合にはご連絡ください。

　なお、宅地のうち住宅用地として利用されてい

る土地には、税を軽減する特例措置※が適用され

ます。

　「住宅用としての利用状況を変更した」「住宅用

地から住宅用地以外に変更した」「住宅用地以外

から住宅用地に変更した」などの場合には、忘れ

ずにご連絡ください。

土地の異動

※「住宅用地の特例」の適用について…

・小規模住宅用地

　 　200㎡以下の住宅用地を「小規模住宅用地」と

いい、税額は特例の適用で約 6分の 1となります。

（200㎡を超える場合は住宅 1戸あたり 200㎡まで

の部分）

・その他の住宅用地

　 　前述以外の住宅用地を「その他の住宅用地」と

いい、税額は特例の適用で約 3分の 1となります。

　【例】 1,000㎡の住宅用地に住宅が 3戸建っていれ

ば、600㎡（200㎡× 3戸）が「小規模住宅用

地」で、残りの 400㎡が「その他の住宅用地」

となります。

　次のような異動があった場合は、

必ずご連絡ください。

・家屋の取り壊し

・家屋の新築や増築

・ 未登記家屋の所有者変更

　（売買、相続など）

　※ 登記が完了した異動の連絡は

不要

家屋の異動
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

05 税金は〝納期限内〟に納付を！

　町税の滞納は町財政を圧迫し、住民サービスに支障を

きたします。また督促状の送付などで余分な経費（税金）

を使うことになります。

　税金滞納者は文書や電話による催告を受けるほか、滞

納した税金と合わせて督促手数料を納付することになり

ます。それでも完納されない場合、町は滞納者の不動産

や預貯金などの「財産調査」を行い、財産を差し押さえ、

強制的に徴収する「滞納処分」を行います。

　町では、不動産や預貯金などの「財産調査」は必要に

応じて行っていて、預貯金や給与などを差し押さえ、滞

納金に充てています。

　災害や病気など特別の理由で納期限内に納税すること

が困難な場合、滞納をそのまま放っておかずに早めに役

場税務課へご相談ください。

06「記帳・帳簿などの保存制度」
対象者が拡大しました！

　個人の白色申告者のうち、事業所得、不

動産所得または山林所得を生ずべき業務を

行うすべての人（所得税および復興特別所

得税の申告が必要ない人を含む）は、平成

26 年 1 月から記帳と帳簿書類の保存が必

要となっています。

　この保存制度や記帳の方法

などは国税庁ホームページ

（http://www.nta.go.jp） を ご

覧いただくか、豊岡税務署個

人課税第 1 部門（℡ 0796・

22・2144）にお問い合わせ

ください。

白色申告の皆さんへ

　特別徴収とは、従業員の給与から町県民税を天引きし、

事業主の皆さんが従業員に代わって、毎月、町に納入す

る制度です。

　この制度は、地方税法や町条例に基づき、所得税の源

泉徴収を行うすべての事業主（給与支払者）に義務付け

られています。また特別徴収が不要となるケースは法令

で定められていて、例えば事業主の希望に応じて特別徴

収を行う・行わないを決めることはできません。

04
事業主の皆さんへ

従業員の町県民税は「特別徴収」で！

① 普通徴収（年 4回）に比べ、毎月の

給与天引き（年 12 回）になるので、

1回当たりの納税額が少なくて済む

② 納税のために金融機関に出向く手間が

なくなる

③ 納付忘れを防ぐことができる

従業員にとってのメリット

事業所 給与所得者役場

②税額の計算
①給与支払報告書の提出

（2月 2日まで）

③特別徴収税額の通知

（5月 31 日まで）

⑥税額の納入

（翌月 10 日まで）

④特別徴収税額の通知

（5月 31 日まで）

⑤ 給与支払いの際に税額

を徴収

（6月から翌年 5月まで毎月）

　左の 4つは最近の税務調査などで多く見受けられた計上漏れの収

入です。正しい決算に基づいて、適正な申告と納税をお願いします。

　過去の申告内容に誤りが判明し、納める税金が増加する場合は「修

正申告書」の提出が必要になります。

　なお、自主的な見直しで提出された修正申告書については、過小

申告加算税は課されません（期限後申告に係る修正申告については、

無申告加算税が課される場合があります）。

　詳しくは豊岡税務署個人課税第 1部門（℡ 0796・22・2144）

にお問い合わせください。

03 農業所得の申告は正確に！収入への計上は漏れていませんか？

１　農産物の販売代金

２　各種補償交付金

３　耕作代

４　農産物の家事消費や贈与



広報 ふるさと香美 2014.12 － 10

まちからのおしらせまちからのおしらせま ち の で き ご とま ち の で き ご と ま ち の う ご きま ち の う ご き

問い合わせ先

役場総務課防災安全室

②
建
物
の
そ
ば
に
い
る
と
き

・ 

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒

壊
や
自
動
販
売
機
の

転
倒
な
ど
に
注
意
し
、

そ
れ
ら
の
そ
ば
か
ら

離
れ
る
。

・ 

ビ
ル
の
壁
、
看
板
、
割
れ
た
窓
ガ
ラ
ス
な

ど
の
落
下
に
注
意
し
て
、建
物
か
ら
離
れ
る
。

③
鉄
道
や
バ
ス
に
乗
っ
て
い
る
と
き

　

つ
り
革
や
手
す
り
に

し
っ
か
り
つ
か
ま
る
。

④
自
動
車
の
運
転
中

・ 

後
続
の
運
転
手
が
緊
急
地
震
速
報
を
聞
い

て
い
る
と
は
限
ら
な
い
の

で
、
自
動
車
運
転
中
は
慌

て
て
急
ハ
ン
ド
ル
や
急
ブ

レ
ー
キ
を
か
け
ず
、
緩
や

か
に
速
度
を
落
と
す
。

・ 

ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
点
灯

し
て
周
り
の
車
に
注
意
を

促
し
、
道
路
の
左
側
に
停

止
す
る
。

　

緊
急
地
震
速
報
を
見
聞
き
し
た
場
合
に
落

ち
着
い
て
行
動
で
き
る
よ
う
、
普
段
か
ら
体

を
動
か
す
訓
練
を
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で

す
。

　

緊
急
地
震
速
報
を
利
用
し
た
「
全
県
一
斉

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
」
を
11
月
５
日
に
実

施
し
、
屋
内
で
の
安
全
確
保
行
動
「
姿
勢
を

低
く
し
、
身
体
や
頭
を
守
り
、
揺
れ
が
収
ま

る
ま
で
動
か
な
い
」
を
実
践
し
て
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
屋
外
で
は
ど
う
い
う
こ

と
に
注
意
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
「
屋
外
で
の
と
る
べ
き
行
動
」
を

一
緒
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

①
山
や
崖
付
近
に
い
る
と
き

　

落
石
や
崖
崩
れ
に
注
意

し
、
で
き
る
だ
け
そ
の
場

か
ら
離
れ
る
。 ?

緊
急
地
震
速
報
が
発
表

緊
急
地
震
速
報
が
発
表

　

屋
外
で
の
と
る
べ
き
行
動
は
？

　

屋
外
で
の
と
る
べ
き
行
動
は
？

　賢い消費者になりましょう！

消 生
活費 相談

その電気温水器、本当に必要 !?そそそそそそそそそそそそそそののののののののののののののの電電電電気気気気気気気気気気気気気気温温温温温温温温温温温水水水水水水水水水水水水水水水器器器器器器器器器、本本本本本本本本本本本本本本当当当当当ににににににににににににににに必必必必必必必必必必必必必必要要要 ????????そそそそそそそそそそそそそそののののののののののののののの電電電電電電電気気気気気気気気気気気気気気温温温温温温温温温温温水水水水水水水水水水水水水水水器器器器器器器器器器器、、本本本本本本本本本本本本本本当当当当当当当当当当当当当当にににににににににににににに必必必必必必必必必必必必必必要要要要要要 !!!!?????????????
訪問販売で購入…入入訪問問問問販販販販売売売売売売売売売売でででででででででで購入入入入入入入入入入入入入入入入入入入販販販販売売売売売売売でででででででででででで 入入入入入入入入入入入入入入で訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪問問問問販販販販販販販販販販売売売売売売売売売売売売売ででででででででででででで購購購購購購購購購購入入入入入入入入入入入入入入………………………

【事例】

　訪問販売の業者から「この電気温水器は電気代が少

なくて済むうえ、今週中に購入の契約をすればキャン

ペーンでさらに 10％お安くなります」と、しつこく

購入を勧められた。

　「電気代が安くなるなら」と購入を決め、クレジッ

ト契約も結んだが、家族で話し合った結果、代金が

90 万円と高額であることや電気代が本当に安くなる

のか疑わしいと感じたため、契約を解除することに。

　しかし、明日には工事に取りかかるとのこと。今さ

ら断れるのだろうか。

【ひとことアドバイス】

◇ 訪問販売なので、工事が始まっていて

も契約から 8日間以内ならクーリン

グオフできます。

◇ 「契約書を受け取っていない」「記載

内容に不備がある」といった場合は、

8日間を過ぎていてもクーリングオフ

できる可能性があります。

◇ クーリングオフは訪問販売業者に対し

て必ずはがきで通知するとともに、ク

レジット契約をした場合はクレジット

会社にも同様に通知しましょう。

◇ 高額な物品を購入する場合、業者から

期間限定と急かされてもすぐに契約せ

ず、複数の業者から見積もりを取るな

ど、余裕を持って購入しましょう。

ドバイス】

相談は
　こちらへ…

役場消費生活相談窓口（町民課内）

　℡ 0796・36・1941（直通）

たじま消費者ホットライン
　℡ 0796・23・1999
※相談無料で秘密は厳守 !!
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

　

和
牛
の
県
内
一
を
競
う
第
96
回
兵
庫
県

畜
産
共
進
会
（
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合

会
兵
庫
県
本
部
主
催
）
が
10
月
26
日
、
豊

岡
市
日
高
町
の
神
鍋
高
原
で
行
わ
れ
、
上

田
伸
也
さ
ん
（
村
岡
区
宿
）
の
「
ふ
く
ひ

さ
」
が
、
種
牛
の
部
の
最
高
賞
に
当
た
る

名
誉
賞
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

同
共
進
会
は
、
畜
産
技
術
の
向
上
や
畜

産
振
興
を
目
指
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
。

今
回
は
11
年
ぶ
り
の
但
馬
地
域
で
の
開
催

と
な
り
、
県
内
各
地
か
ら
選
抜
さ
れ
た
和

牛
１
０
６
頭
が
、
種
牛
の
部
（
41
頭
）
と

  

種
牛
の
部 

名
誉
賞
に
上
田
さ
ん
出
品
牛
が
輝
く
！

　
　
　

第
96
回
兵
庫
県
畜
産
共
進
会

▲種牛の部で名誉賞に輝いた「ふくひさ」

▼種牛の部

名誉賞「ふくひさ」上田伸也（村岡区宿）

最優秀賞三席「まるひさ 356」同（同）

優秀賞一席「こうふく 13」淀貴至（香住区丹生地）

同二席「つねふじ 5」朝倉久子（小代区野間谷）

同三席「ふくたにてる」井上哲也（村岡区熊波）

▼肉牛の部

最優秀賞四席「てるふく 2」上田伸也（村岡区宿）

優秀賞六席「栄福」同（同）
（賞、名号、畜主名、産地の順、敬称略）

■町内出場牛の成績

　今年 3 月に退団される

まで、消防団活動に約 50

年間従事されたほか、この

うち 3 年間は香美町消防

団長を務められ、このたび

瑞宝双光章を受章されまし

た。

秋の叙勲

瑞宝双光章 青山喜一さん
（香住区畑）

 おめでとうございます

町内から表彰受賞者がありました
（順不同・敬称略）

兵庫県自治賞

　【女性功労】

　　日下部東
と み

三（香住区油良）

　【自治功労】

　　山根清吉（村岡区入江）、山村俊雄（香住区間室）

　　藤澤昌彦（小代区水間）、吉田増夫（小代区秋岡）

舞鶴海上保安部長表彰

　株式会社 香住観光公社

 兵庫県民農林漁業祭

村岡特産物振興会が 3年連続人気№ 1

　10月 18 ～ 19 日の 2日間、県立明石公園で行わ

れた「第 36回兵庫県民農林漁業祭」で、村岡特産

物振興会が来場者の人気投票で今年も第 1位に選

ばれ、3年連続の受賞となりました。

　会場には県内各地から 70を超える出展者が自慢

の味を披露する中、村岡特産物振興会のブースでは、

きねつきのとち餅、あまごちくわ、但馬牛コロッケ

などを販売。来場者の長い行列ができていました。

　同会の小林正会長は「3年連続で第 1位に選ばれ

大変うれしい。毎年楽しみに待っていてくれる人も

いて、やりがいがあります」と受賞の喜びを語って

くれました。

▲ 受賞を喜ぶ村岡特産物振興会の皆さん

肉
牛
の
部
（
65
頭
）
に
分
か
れ
、
体
型
や

生
育
状
況
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
審
査
を
受
け

ま
し
た
。

　

町
内
か
ら
は
２
部
門
合
わ
せ
て
計
７
頭

が
出
場
。
種
牛
の
部
で
名
誉
賞
に
輝
い
た

「
ふ
く
ひ
さ
」
の
畜
主
、上
田
さ
ん
は
「
地

元
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
名
誉
賞
を

狙
っ
て
い
ま
し
た
。
牛
の
持
つ
良
さ
を
最

大
限
に
引
き
出
そ
う
と
飼
育
管
理
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
牛
が
応
え
て
く

れ
て
満
点
に
近
い
仕
上
が
り
と
な
り
ま
し

た
」
と
喜
び
を
か
み
し
め
な
が
ら
振
り

返
っ
て
い
ま
し
た
。
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まちからのおしらせまちからのおしらせま ち の で き ご とま ち の で き ご と ま ち の う ご きま ち の う ご き

道
の
り
の
曲
が
り
ま
が
り
て
紅
葉
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上 

美
千
代

解
散
の
真
相
分
ら
ず
散
る
も
み
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上 

捷
子

小
春
日
や
村
一
め
ぐ
り
の
押
し
ぐ
る
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田 

ま
ち
子

迷
ひ
き
て
川
面
の
秋
の
こ
う
の
と
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中 

富
美
代

裸
木
や
あ
の
白
雲
の
行
く
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
庭 
正
江

移
動
図
書
や
太
き
大
根
に
腰
伸
ば
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田 

正
貴

掘
り
あ
ぐ
む
山
芋
に
寄
る
谷
の
霧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

選
者

文文  

芸芸  

かか  

みみ

小
代
俳
句
教
室

小
代
俳
句
教
室

選
者　

尾
崎

選
者　

尾
崎  

龍龍
し
げ
み

し
げ
み

　ごみ収集の現場で実際にあった不適正ごみの実例を挙げ

ながら、皆さんに正しい分別について学んでいただくこの

コーナー。今回は「プラスチック製容器包装」です。

　さて皆さん、下の写真のようなごみの出し方をしていま

せんか。どこが不適正なのか一緒に見てみましょう！

こんな出し方していませんか？

不適正ごみの実例不適正ごみの実例
②プラスチック製容器包装編

⇒ 商 品そのもの
（容器包装でな
いプラスチック
製品）は対象に
はなりません。
　 「燃やすごみ」
に出してくださ
い。

②ビデオテープが入っている

⇒ すべての指定袋で、必ず
氏名をフルネームで記
載してください。

① 袋に氏名が書かれていない

⇒ 中身に汚れがあ
るとリサイクル
できません。

　 水洗いしても汚
れが取れない場
合は「燃やすご
み」に出してく
ださい。

④容器が汚れている

①
③

④

②

■ 「プラスチック製容器包装」であることを

確認する。

　 商品を入れていた「容器」や商品を包んで

いた「包装」で、プラスチック製のものが

対象です。　 マークが目印です。

■中身を使い切り、水洗いして汚れを落とす。

■「資源ごみ指定袋（緑色）」に入れる。

　 「燃えないごみ袋」や「燃やさないごみ袋」

の青い袋では出せません。

■出す時のポイント

③　 や　 の容器包装が混ざっている

⇒ 　　マークが目
印です。

　    は「ペットボ
ト ル 」、 　　 は
「紙製容器包装」
に出してくださ
い。

　町教育委員会では、平

成 27 年 6月に実施する

「トライやる・ウィーク」

活動の新規受け入れ事業

所を募集しています。

　随時受け付けていますので、新た

にご協力いただける事業所がありま

したら、町教育委員会こども教育課

またはお近くの中学校までご連絡く

ださい。

　地域の皆さんのご協力をよろしく

お願いします。

問い合わせ先

町教育委員会こども教育課

衆議院議員総選挙

大切な１票１票 忘れずに 投票 投票 を！
　私たちの将来を任せる人を選ぶ大事な選挙、

その投票日は 12 月 14 日（日）です。

　価値ある 1票を投じましょう

＜香美町選挙管理委員会（役場総務課内）＞

中学生
の

中学生
の

職場体
験

職場体
験

・ウィーク
トライトライやるやる

事業所を募集中！事業所を募集中！
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【主なマークの意味】
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求人情報
詳細はハローワークにおたずねください

（平成 26年 11 月 20 日現在、順不同）

●問い合わせ先　ハローワーク香住　　　℡ 0796・36・0137

こんにちは、赤ちゃん

※ このコーナーは、先月（10/21 ～ 11/20）の届出分の内、承諾
を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

お悔やみ申し上げます

※ このコーナーは、先月（10/21 ～ 11/20）の届出分の内、承諾
を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

気
が
つ
け
ば
早
く
も
12
月
。
１
年
が
た
つ

の
も
早
い
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
に
と
っ
て

ど
の
よ
う
な
１
年
で
し
た
か
▼
い
つ
か
の

編
集
後
記
で
「
今
年
の
目
標
は
フ
ル
マ
ラ

ソ
ン
の
初
出
場
と
初
完
走
」
と
書
き
ま
し

た
が
、
タ
イ
ム
は
と
も
か
く
と
し
て
先
日

の
福
知
山
マ
ラ
ソ
ン
で
な
ん
と
か
目
標
を

達
成
し
ま
し
た
。
途
中
、
左
足
が
何
度
も

つ
っ
て
心
が
折
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

沿
道
の
声
援
と
き
れ
い
な
景
色
に
後
押
し

さ
れ
て
、
最
後
の
ゴ
ー
ル
で
は
辛
い
こ
と

も
す
べ
て
上
書
き
さ
れ
た
感
じ
で
す
▼
マ

ラ
ソ
ン
も
仕
事
も
一
人
だ
と
辛
い
こ
と
ば

か
り
。
支
え
て
く
れ
る
人
が
い
る
か
ら
こ

そ
、
最
後
の
充
実
し
た
時
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
る
と
、
あ
ら
た
め
て
か
み
し
め
ま

し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す

▼
今
年
も
残
り
あ
と
わ
ず
か
。
で
き
て
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で

完
走
し
た
い
も
の
で
す
。
来
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
（
み
う
ら
） 記

後

編
集

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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まちからのおしらせまちからのおしらせま ち の で き ご と ま ち の う ご きま ち の う ご き

写真でつづる
まちのできごと

Photo News

豊
か
な
自
然
に
育
ま
れ
た

「
但
馬
牛
」
の
伝
統
を
後
世
に
…

　

全
国
に
誇
る
「
但
馬
牛
」
の
原
産
地
と

し
て
、
町
内
産
子
牛
の
資
質
向
上
や
畜
産

農
家
の
生
産
技
術
向
上
な
ど
を
目
指
し
て

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
「
香
美
町
子
牛
品
評

会
」（
町
と
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
が
主
催
）。
今
年

度
の
後
期
の
部
が
10
月
31
日
、
美
方
郡
農

村
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー（
新
温
泉
町
歌
長
）

で
開
催
さ
れ
、
畜
産
農
家
が
手
塩
に
か
け

て
育
て
た
子
牛
を
出
品
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
３
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
子
牛
が
対
象
。
雄
・
雌
の

部
に
は
雌
牛
36
頭
、
去
勢
の
部
に
は
14
頭

が
出
品
さ
れ
、
全
国
和
牛
登
録
協
会
の
登

録
審
査
基
準
に
基
づ
き
資
質
、
品
位
、
体

格
な
ど
に
つ
い
て
厳
正
な
審
査
を
受
け
ま

し
た
。

　

雄
・
雌
の
部
で
一
等
一
席
を
受
賞
し
た

の
は
今
井
正
人
さ
ん
（
小
代
区
秋
岡
）
の

「
き
よ
ひ
め
ひ
さ
」。「
季
節
の
変
わ
り
目

で
子
牛
が
体
調
を
崩
さ
な
い
よ
う
、
注
意

深
く
見
守
り
な
が
ら
飼
育
し
て
い
ま
す
」

と
今
井
さ
ん
は
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

第
10
回
香
美
町
子
牛
品
評
会
後
期
の
部
（
10
月
31
日
、
美
方
郡
農
村
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
）

冬
の
味
覚
の
王
者
、
今
年
も
到
来
！

　

冬
の
味
覚
の
王
者
と
も
い
わ
れ
る
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
。
そ
の
漁
が
富
山
県
か

ら
島
根
県
ま
で
の
日
本
海
沖
で
一
斉
に
解
禁
と
な
っ
た
11
月
６
日
、
香
住

漁
港
や
柴
山
港
で
は
、
水
揚
げ
さ
れ
た
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
雄
（
松
葉
ガ
ニ
）
や

同
雌
（
セ
コ
ガ
ニ
）
が
次
々
に
競
り
落
と
さ
れ
る
た
び
、
上
屋
内
は
熱
気

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

５
日
夜
、
香
住
漁
港
と
柴
山
港
か
ら
但
馬
漁
協
所
属
の
計
19
隻
が
出
港
。

６
日
午
前
０
時
の
漁
解
禁
と
と
も
に
網
を
投
げ
入
れ
ま
し
た
。
帰
港
し
た

の
は
14
隻
。
午
後
に
は
各
漁
港
で
セ
リ
人
の
威
勢
良
い
掛
け
声
と
と
も
に
、

仲
買
人
が
お
目
当
て
の
カ
ニ
を
次
々
と
競
り
落
と
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
水
揚
げ
量
と
販
売
金
額
は
、
香
住
漁
港
が
約
４
・
５
ｔ
（
前

年
比
１
・
２
ｔ
増
）、
１
６
９
４
万
円
（
同
３
１
０
万
円
増
）、
柴
山
港
が

約
６
・
６
ｔ
（
同
３
・
３
ｔ
増
）、
２
８
４
０
万
円
（
同
１
２
０
４
万
円
増
）

で
、
松
葉
ガ
ニ
の
最
高
額
は
そ
れ
ぞ
れ
14
万
１
１
６
０
円
と
４
万
３
０
０

０
円
で
し
た
。

　

ま
た
柴
山
港
で
は
初
セ
リ
を
祝
っ
て
「
祝
！
か
す
み
松
葉
ガ
ニ
初
セ
リ

ま
つ
り
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
行
わ
れ
、
多
く
の
観
光
客
が
来
場
。

普
段
は
見
る
こ
と
の
な
い
セ
リ
の
様
子
を
見
学
し
た
ほ
か
、
水
揚
げ
さ
れ

た
ば
か
り
の
セ
コ
ガ
ニ
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
み
そ
汁
の
無
料
コ
ー
ナ
ー

に
は
、
長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

松
葉
ガ
ニ
の
漁
期
は
来
年
３
月
20
日
、
セ
コ
ガ
ニ
は
今
年
12
月
末
ま
で
。

こ
の
冬
も
味
覚
の
王
者
が
多
く
の
観
光
客
を
魅
了
し
ま
す
。

松
葉
ガ
ニ
漁
解
禁
（
11
月
６
日
、
香
住
漁
港
・
柴
山
港
）

▲【雄・雌の部 一等一席】「きよひめひさ」

▲ 厳しい選別を受けた後、ずらりと並ん
でセリを待つ松葉ガニ（柴山港）

▼雄・雌の部

一等一席「きよひめひさ」今井正人（小代区秋岡）

同二席「あつた 465」上田伸也（村岡区宿）

同三席「とよひさ」伊沢栄一（村岡区神坂）

同四席「ふくてる 6の 5」対中広芳（村岡区丸味）

同五席「きくひめよし」井上哲也（村岡区熊波）

▼去勢の部

金賞一席「春華」森脇雄一（村岡区丸味）

同二席「盛国」上田伸也（村岡区宿）

同三席「丸悠」淀 貴至（香住区丹生地）

同四席「福美」今井正己（小代区東垣）

同五席「福悠」上治秀正（小代区神場）
（賞、名号、畜主名、産地の順、敬称略）

■主な受賞牛
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景
色
を
満
喫
、
笑
顔
で
満
足
！

第
６
回
但
馬
牛
ゆ
っ
た
り
ウ
オ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　

（
11
月
１
〜
２
日
、
小
代
区
内
）

　

紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
小
代
区
内
を
歩
く
「
但
馬
牛

ゆ
っ
た
り
ウ
オ
ー
ク
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
11

月
１
日
、
２
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
６
回

目
の
今
回
は
昨
年
を
上
回
る
延
べ
４
８
０
人
が
参
加
。

小
雨
交
じ
り
に
も
関
わ
ら
ず
、
色
づ
き
始
め
た
山
々
を

楽
し
み
な
が
ら
爽
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

お
じ
ろ
ス
キ
ー
場
ゴ
ン
ド
ラ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
駐
車
場

を
発
着
点
と
し
て
、
参
加
者
は
６
、
12
、
16
㎞
の
３

コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
午
前
８
時
ご
ろ
か
ら
順
次
ス
タ
ー

ト
。
日
本
の
棚
田
百
選
の
一
つ
「
う
へ
山
」
や
久
須
部

渓
谷
を
巡
る
コ
ー
ス
も
あ
り
、
小
走
り
で
駆
け
る
人
や
、

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ポ
ー
ル
を
持
っ
て
ゆ
っ
た
り
と
散
策
を

楽
し
む
人
も
。
そ
の
笑
顔
は
美
し
い
小
代
の
景
色
と
同

様
に
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　

発
着
点
で
は
小
代
村
ま
つ
り
を
同
時
開
催
。
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
、
地
元
特
産
料
理
や
野
菜
の
販
売
な
ど
も

行
わ
れ
、
ゴ
ー
ル
し
た
参
加
者
は
、
但
馬
牛
ス
テ
ー

キ
や
ス
ッ
ポ
ン
雑

炊
な
ど
に
舌
鼓
を

打
っ
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続

き
参
加
し
た
人
は

「
景
色
を
楽
し
め

る
上
、
お
い
し
い

も
の
を
食
べ
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は

大
好
き
で
す
」
と

笑
顔
で
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

な
か
な
か
進
ま
な
い
カ
ニ
に
「
ハ
ラ
ハ
ラ
・
ド
キ
ド
キ
」
！

　

山
々
が
秋
色
に
色
づ
き
始
め
た
11
月
３
日
、

道
の
駅
あ
ゆ
の
里
矢
田
川
で
「
第
12
回
秋
の

矢
田
川
紅
葉
祭
り
」（
射
添
地
区
商
工
会
主

催
）
が
行
わ
れ
、
多
く
の
家
族
連
れ
が
来
場
。

矢
田
川
や
秋
に
ち
な
ん
だ
多
く
の
イ
ベ
ン
ト

を
楽
し
ん
だ
ほ
か
、
具
だ
く
さ
ん
の
川
ガ
ニ

ス
ー
プ
や
カ
ニ
飯
お
に
ぎ
り
な
ど
に
舌
鼓
を

打
ち
ま
し
た
。

　

名
物
イ
ベ
ン
ト
の
「
川
ガ
ニ
レ
ー
ス
」
は
、

約
５
ｍ
の
直
線
コ
ー
ス
で
モ
ク
ズ
ガ
ニ
５
匹

を
競
わ
せ
て
１
位
を
予
想
す
る
も
の
。
コ
ー

ス
を
取
り
囲
む
来
場
者
が
見
守
る
中
、
順
調

に
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
カ
ニ
が
い
る
一
方
、
口

か
ら
泡
を
吹
い
た
り
、
は
さ
み
を
振
り
上
げ

て
周
囲
を
威
嚇
す
る
カ
ニ
も
。
来
場
者
は
お

目
当
て
の
カ
ニ
に
「
頑
張
れ
ー
」
と
大
き
な

声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

３
レ
ー
ス
の
う
ち
１
レ
ー
ス
で
１
位
を
的

中
さ
せ
た
西
岡
恒こ

う
す
け輔

く
ん
（
６
歳
、
村
岡
区

山
田
）
は
「
元
気
そ
う
な
カ
ニ
を
選
ん
だ
け

ど
、
思
っ
た
よ
う
に
進
ん
で
く
れ
な
か
っ
た
。

当
て
る
の
は
難
し
い
で
す
」
と
残
念
が
っ
て

い
ま
し
た
。

第
12
回
秋
の
矢
田
川
紅こ

う
よ
う葉

祭
り
（
11
月
３
日
、
道
の
駅
あ
ゆ
の
里
矢
田
川
）

▲ 身を乗り出してお目当てのカニを応援する来場者

ふ
る
さ
と
教
育
の
成
果
を
披
露
！

　

ふ
る
さ
と
教
育
を
行
っ
て
い
る
地
域
・
学
校

の
活
動
に
焦
点
を
当
て
た
「
ふ
る
さ
と
教
育
交

流
会 

〜
香
美
町
青
少
年
育
成
町
民
集
会
・
子

ど
も
た
ち
へ
の
ふ
る
さ
と
学
習
体
験
発
表
会
・

Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
フ
ォ
ー
ラ
ム
〜
」（
同
実
行
委
員
会

主
催
）
が
11
月
16
日
、
香
住
区
中
央
公
民
館
で

行
わ
れ
、
町
内
４
団
体
が
伝
統
文
化
や
活
動
内

容
を
発
表
。
参
加
者
は
ふ
る
さ
と
教
育
な
ど
へ

の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
郷
土
愛
を
育
み
、
将
来
を
担

う
人
材
を
育
成
す
る
「
ふ
る
さ
と
教
育
、
青
少

年
健
全
育
成
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
」
の
１
年
間
の
取

り
組
み
を
発
表
す
る
同
交
流
会
。
９
回
目
と
な

る
今
回
は
、
教
育
関
係
者
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
約
５

０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

香
住
区
余
部
は
、
地
区
内
の
集
落
や
地
区

公
民
館
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
る

「
盆
踊
り
の
太
鼓
講
習
会
」
を
通
し
た
世
代

や
地
域
を
超
え
た
交
流
を
紹
介
し
、
余
部
小

学
校
５
、
６
年
生
８
人
が
盆
踊
り
太
鼓
を
披

露
し
ま
し
た
。

　

村
岡
区
和
池
は「
ふ
る
さ
と
お
も
し
ろ
塾
」

で
学
ん
だ
集
落
の
始
ま
り
や
地
名
の
由
来
を

地
元
の
小
学
生
が
発
表
し
、
秋
祭
り
で
五
穀

豊
穣
を
願
っ
て
集
落
内
を
練
り
歩
く
「
和
池

区
の
練
り
込
み
」
を
披
露
。
ま
た
、
村
岡
高

校
や
小
代
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
取

り
組
み
な
ど
を
語
り
ま
し
た
。

第
９
回
香
美
町
ふ
る
さ
と
教
育
交
流
会
（
11
月
16
日
、
香
住
区
中
央
公
民
館
）

▲ 「盆踊り太鼓」の実演で見事なバチさばきを見せる余部小児童

▲ うへ山の棚田を見ながら散策を楽しむ参加者
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役場各課など
主な施設の連絡先

〒
669 -6592　

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
香
住
区
香
住
870の

１

TEL 0796・
36 ・

1111　
FAX 0796・

36・
3809

電
子
メ
ー
ル
　
info@town.mikata-kami.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
http://www.town.mikata-kami.lg.jp

役場本庁舎　　36・1111( 代表 )

　総　務　課　36・1111

　財　政　課　36・1942

　企　画　課　36・1962

　税　務　課　36・1113

　会　計　課　36・4321

　町　民　課　36・1110

　  消費生活相談　36・1941

　健　康　課　36・1114

　福　祉　課　36・1964

　農林水産課　36・0846

　観光商工課　36・3355

　建　設　課　36・1961

　上下水道課　36・0420

　議会事務局　36・1963

村岡地域局　　94・0321( 代表 )

小代地域局　　97・3111( 代表 )

町教育委員会　94・0101

　香住区中央公民館

　　（香住区生涯学習センター）

　　　　　　　36・3764

　村岡区中央公民館

　　　　　　　98・1366

　小代地区公民館

　　（小代区地域連携センター）

　　　　　　　97・3966

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住文化会館　36・1026

香住老人福祉センター36・5008

村岡老人福祉センター98・1000

小代高齢者生活支援センター97・2202

（すべての施設の市外局番：0796）

ふ
る
さ
と
香
美
（
第
117

号
）
平
成
26
年
12
月
11
日
発
行

発
行
／
兵
庫
県
香
美
町
　
企
画
編
集
／
企
画
課

まちのうごき

（平成 26 年 11 月 1 日現在）

合　計　19,497 人（－  35）

　男　　 9,312 人（－  12）

　女　　10,185 人（－  23）

世帯数  6,729 世帯（－   3）

カッコ内は前月比

第 2次香美町総合計画
第 2次香美町男女共同参画行動計画

　平成 28年度を計画始期とする上記 2計画の策

定基礎資料として、対象者を無作為に抽出しア

ンケート調査を実施しました。

　ご協力をいただいた町民の皆さん、誠にありがとうございました。

　回答期限はすでに過ぎましたが、回答がお済でない人は同封の返信用封筒

を利用して 12 月 19 日（金）までにご回答ください。また、この日までに役

場または各地域局へ直接お持ちいただいても結構ですので、一人でも多くの

皆さんの声をお聞かせください。

問い合わせ先

・香美町総合計画…役場企画課

・香美町男女共同参画行動計画…役場町民課人権推進室

た
り
俳
優
と
し
て
活
躍
。
特
に
主
役
を
引
き

立
て
る
「
斬
ら
れ
役
」
と
し
て
数
多
く
の
時

代
劇
や
映
画
に
出
演
さ
れ
て
い
ま
す
。
初
主

演
と
な
っ
た
「
太
秦
ラ
イ
ム
ラ
イ
ト
」
は
、

そ
う
し
た
福
本
さ
ん
の
半
生
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
も
の
。
主
人
公
の
老
優
、
香
美
山
清
一

と
香
美
山
が
殺
陣
な
ど
を
指
導
す
る
新
進
女

優
と
の
心
の
交
流
を
描
い
て
い
ま
す
。

同
作
品
は
、
今
年
７
〜
８
月
に
カ
ナ
ダ

・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た

第
18
回
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
国
際
映
画
祭
で
日
本

映
画
初
と
な
る
最
優
秀
作
品
賞
の
シ
ュ
バ
ル

・
ノ
ワ
ー
ル
賞
を
、
福
本
さ
ん
自
身
も
最
優

秀
主
演
男
優
賞
を
受
賞
。
日
本
人
が
同
賞
を

受
賞
す
る
の
は
初
め
て
の
上
、
歴
代
最
年
長

受
賞
記
録
も
更
新
。
12
月
か
ら
は
ア
メ
リ
カ

で
の
公
開
も
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
上
映
会
は
福
本
さ
ん
の
初
主
演

と
受
賞
を
祝
お
う
と
、
ふ
る
さ
と
の

同
級
生
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
し
た
も

の
で
、
昼
、
夜
の
２
部
合
わ
せ
て
１
千
人
以

上
が
来
場
。
昼
の
部
終
了
後
、
福
本
さ
ん
は

緊
張
し
た
表
情
で
舞
台
あ
い
さ
つ
を
行
い

「
斬
ら
れ
る
だ
け
し
か
能
の
な
い
脇
役
な
の

に
、
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
。
た

だ
た
だ
戸
惑
う
ば
か
り
で
す
。『
多
く
の
皆

さ
ん
の
お
か
げ
』
そ
の
こ
と
に
尽
き
ま
す
」

と
感
謝
の
気
持
ち
を
会
場
に
伝
え
て
い
ま
し

た
。あ

い
さ
つ
後
、
浜
上
町
長
が
町
観
光
大

使
の
任
命
証
を
渡
し
「
主
人
公
の
『
香

美
山
』
の
名
前
に
は
、
ふ
る
さ
と
を
思
う
福

本
さ
ん
の
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

上
映
後
の
サ
イ
ン
会
で
は
多
く
の
観
客

で
長
蛇
の
列
が
。
し
か
し
福
本
さ
ん

は
疲
れ
を
見
せ
る
こ
と
な
く
、
終
始
に
こ
や

か
な
表
情
を
浮
か
べ
な
が
ら
ペ
ン
を
走
ら
せ

て
い
ま
し
た
。

５
万
回
斬
ら
れ
た
男
―
―
の
異
名
を
持

つ
、
香
住
区
森
出
身
の
俳
優
、
福
本

清
三
さ
ん
の
初
主
演
映
画
「
太
秦
ラ
イ
ム
ラ

イ
ト
」
の
上
映
会
が
11
月
３
日
、
香
住
区
中

央
公
民
館
で
行
わ
れ
、
地
元
が
生
ん
だ
名
脇

役
に
会
場
を
埋
め
尽
く
し
た
観
客
か
ら
割
れ

ふ
る
さ
と
で
の
凱
旋
上
映
に

で
の

旋
上
映

で
の
凱凱
旋
上
映
に

割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
！

割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
！

福
本
清
三
さ
ん
初
主
演
映
画
「
太
秦
ラ
イ
ム
ラ
イ
ト
」
上
映
会

ん
ば
か
り
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。福

本
さ
ん
は
昭
和
18
年
生
ま

れ
の
71
歳
。
15
歳
で
京
都

・
太
秦
に
あ
る
東
映
京
都
撮
影
所

に
入
所
し
、
以
来
50
年
以
上
に
わ

▲ 観光大使の任命式の後、多くの観客の前でお祝
いの花束を受け取る福本さん（左）


